
 

 
平成 23 年 10 月 28 日 

各      位 

東京都文京区白山五丁目１番３号 

  株式会社ビーマップ 

代表取締役社長 浅賀 英雄 

（大証JASDAQ：4316） 

問合せ先：経営管理部長 大谷 英也 

（電話 03-5842-5033） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成 23 年５月 12 日に公表した平成 24 年３月期第２四半期累計期間の連結・個別業績予想を、

最近の業績動向等を踏まえ修正いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 24年３月期第２四半期累計期間（平成 23年４月１日～平成 23年９月 30日）業績予想の修正等 

 

(１) 連 結 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ） 
 

370  

 

△70  

 

△70  

 

△70  

円  銭 

△2,180.75  

今回修正（Ｂ） 340  △78 △84  △85 △2,647.31 

増減額（Ｂ－Ａ） △30  △8    △14 △15      ― 

増 減 率 △8.2％ ― ― ―      ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 

（平成 22 年 9 月期） 
331 △52 △82 △83 △2,598.77 

 

(２) 個 別 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ） 
 

370  

 

△70  

 

△70  

円  銭 

△2,180.75 

今回修正（Ｂ） 340  △77 △78 △2,429.98 

増減額（Ｂ－Ａ） △30 △7 △8 ― 

増 減 率 △8.2% ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 9 月期） 
331 △54 △81 △2,523.44 

 



 

２． 修正理由 

 

第２四半期末における営業成績並びに受注状況等を踏まえ、また、本日発表の通り持分法による投資損失

を計上すること等も勘案し、連結並びに個別の第２四半期累計期間（中間期）の業績予想を修正するもので

あります。 

当社の売上は、大手社会インフラ系企業様からの受注を基盤として、新規、とりわけ下期に比重をおいた

受注を積上げて構成されております。今期におきましては、第２四半期までは年初計画に概ね沿った経緯を

たどっておりますが、第３四半期以降の受注環境が大きく変動しているため、通期業績予想については据え

置きといたしましたが、事業分野別に今後の見通しを変更しております。 

 

事業分野別の状況は以下のとおりであります。  

 

① ナビゲーション事業分野  

 

鉄道関連につきましては、引き続き堅調に進んでおります。第１四半期においては、震災後の時刻表改訂

の対応を中心に当初計画をやや上回りましたが、第２四半期は例年並みの受注環境となっております。下期

（第３四半期及び第４四半期、以下同。）も、例年並みの収益確保に取り組む予定です。 

道路関連の法人ナビについては、前期からの継続案件の受注に留まっており、びあはーるについても同

様の状況にあり、下期は若干の受注に留まる見込みです。これを受け、受注環境が活発となっている無線Ｌ

ＡＮ分野への集中を進めているところであります。なお、今期より開始した古地図復元サービス「今昔散歩」

については、下期中に iPhone、iPad、アンドロイド各版のリリース及び有料化を予定しております。携帯キ

ャリア、不動産などを始め ASP案件の具体化に取り組んでおります。 

当事業分野の今期売上見込は、２５０～２８０百万円（前期２９４百万円、今期当初予想４００百万円）

であります。 

 

② モニタリング事業分野 

 

第１四半期において、震災直後は納品の延伸が発生した影響が出たものの、徐々に回復しました。飲食店

向けは、堅調に推移しており、上期はほぼ計画通りの売上、売上総利益となる見込みです。 

下期より代理店等との協力関係のもと ASP の拡販を予定しております。 

当事業分野の今期売上見込は、１８０～２６０百万円（前期１８８百万円、今期当初予想２６０百万円）

であります。 

 

③ クロスメディア事業分野  

 

無線 LAN 関連においては、スマートフォンのトラフィック増に対応するための通信キャリア等の設備投資

が活発になっており、徐々に受注環境に反映されておりますが、上期の業績への影響は軽微であります。下

期以降、大型案件が具体化しており、当期内の受注・売上につなげるべく体制整備を進めております。ＴＶ

メタデータ関連は伸び悩んでおり、下期以降、利益率の改善に取り組みます。 

当事業分野の今期売上見込は、４４０～６４０百万円（前期１９１百万円、今期当初予想３１０百万円）

であります。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいております。  

（注）平成24年3月期第2四半期決算短信は、平成23年11月4日に発表する予定です。  

 

 

以   上 


